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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 反 応 図 式 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ア ミ ン と カ ル ボ ン 酸 ア ル キ ル と の 反 応 の 結 果 、
双 性 イ オ ン 性 モ ノ マ ー が 生 成 さ れ る 。 反 応 図 式 ２ に お い て 、 Ｘ は 、 本 明 細 書 に 記 載 し た
条 件 下 で ア ミ ン 及 び の 求 核 性 窒 素 原 子 に よ っ て 置 換 可 能 な 全 て の 脱 離 基 を 表 す 。 代 表
的 な 脱 離 基 に は 、 ハ ロ ゲ ン 、 ト シ ラ ー ト 、 メ シ ラ ー ト 等 が 含 ま れ る 。 好 ま し い 脱 離 基 は ク
ロ ロ で あ る 。 前 記 反 応 は 、 水 中 、 又 は 酢 酸 塩 が 可 溶 な 、 水 と 水 溶 性 有 機 溶 媒 と の 混 合 物 中
で 、 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ６ ０ ℃ の 温 度 で 約 ６ ～ 約 ３ ６ 時 間 行 わ れ る 。 代 表 的 な 有 機 溶 媒 に は 、 ア
セ ト ン 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 、 ジ オ キ サ ン 等 が 含 ま れ る 。 前 記 反 応 は 、 好 ま し く は 、 水 中
で 約 ３ ０ ℃ ～ 約 ５ ０ ℃ で １ ２ ～ ２ ４ 時 間 行 わ れ る 。 ま た 、 反 応 図 式 ２ に 示 す よ う に 、 ア ミ
ン を 、 例 え ば 、 適 切 な 有 機 溶 媒 中 で ク ロ ロ － 又 は ブ ロ モ メ チ ル ア セ タ ー ト の エ ス テ ル と
反 応 さ せ て 、 カ チ オ ン 性 中 間 体 を 生 成 し 、 こ れ を 単 離 し 、 精 製 し 、 続 い て 水 性 条 件 下 で 加
水 分 解 し て 双 性 イ オ ン 性 モ ノ マ ー を 得 て も よ い 。
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【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

４ ５
６

４ ７

７



【 ０ １ ０ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(2) JP 2005-511869 A5 2006.2.9


	header
	written-amendment

